（２）　自動車損害賠償保険

　こうした事情とは別に交通事故はいかに注意してもこれを絶無することは不可能であろう。一度事故が発生した場合には被害者、加害者ともに精神的、経済的に大きな負担を負わなければならない。このためお互の負担を少しでも軽減しようと法律によって「自動車損害賠償保険」に強制加入されている。このほか希望によって任意保険加入する者も多くあるが、これだけ多発する事故に備えて当然といえよう。
交通事故賠償保険
　また各町村でも、被害者に対する保障制度を講じるため、中部地区市町村の合議によって「倉吉市外９か町
制度の発足
村交通災害共済組合」が４３年４月１日発足した。これは各町村民の任意加入によるものであるが、その加入状況はあまりかんばしくなく、事故にあってからあわてて加入するといった例もよくみかけられる。小中学校の児童生徒および保育園児については、加入促進のため掛金を町で補助している。
保険制度の概要
　実施されている交通災害共済制度の概要と加入の状況はつぎのとおりである。


１、共済見舞金給付の対象となる原因の範囲＝（１）自動車、オートバイ、自転車、荷車、テーラー等による


　人身事故（２）道路進行中に建造物、工作物の倒壊、またはこれらの物から落下による人身事故（これらの


　災害は全国どこで災害を受けても適用される）（３）汽車、電車、船舶等による人身事故

　　上に該当するものでも重大な過失（自殺行為、飲酒運転、無免許運転及び速度違反）天災地変による事故


　は適用されない。

２、有効期間＝加入した翌日からその年の年度末まで。

３、掛金＝１種＝大人５００円、小人（中学生以下）４００円、２種＝大小人共１,０００円、但し１種２種


　共小中学生、保育園児には１００円補助（４９年改定分）


４、加入資格＝町内に居住する住民登録者および外国人登録者

５、共済見舞金の額
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